
夜冷施設の効率的利用のためのいちご「とよのか」花芽分化苗の低温貯蔵方法

[要約］塑自_この麹…謹盤において、夜冷短日処理終了後の苗の貯蔵は温

度０℃、貯蔵期間15日間が良く､その場合無処理（無貯蔵）苗と同等の生育、収量が

得られる。貯蔵期間が30日以上になると駿芽の花芽分化が遅れ、収量も少なくなる。
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［背景・ねらい］

いちごの夏期低温処理栽培における夜冷短日処理は、花芽分化促進効果が安定している

が処理コストの高いことが問題となっている。定植時期を同一にし、夜冷処理施設の利用

回数を増加させるための、花芽分化苗の低温貯蔵の好適温度及び期間を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①貯蔵期間が長くなれば、休眠が打破されることによって定植後の生育が過繁茂となり

（図１）、鮫芽の花芽分化時期も大幅に遅れ（図２）、収量も少なく鞍る（図３）ので、

苗の低温貯蔵期間は15日間程度とする。

②貯蔵温度が高くなると、苗の消耗によって収量がやや不安定となる（図４）ので、苗の

貯蔵温度は０℃とする。

③ユ回目の夜冷短日処理により花芽分化した苗を０℃で１５日間貯蔵し、その間に２回目

の夜冷短日処理を行うことによって、２回分の夜冷処理苗を同一時期に定植することが可

能となり、夜冷処理施設の２倍利用ができる。

［成果の活用面・留意点］

①夜冷短日処理装置を保有する生産者において、花芽分化苗の低温貯蔵技術を導入するこ

とによって、低温処理コストの大幅な低減に活用できる。

②低温貯蔵期間中の乾燥によるしおれを防止するために、苗の温度が十分下がった後ピニ

ルシート等で苗を被覆する。
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４５日３９日１５日無し
貯蔵日数

貯蔵日数と蔽芽葉数
（平成２年）

注）①貯蔵温度：０℃

15日 無し４５日詑日
貯蔵日数

低温貯蔵日数と定植後の葉柄、葉身長
（平成２年）

注）①貯蔵温度：０℃
②調査日：１１月22日
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8/１（夜冷短日処理）
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図３

第ユ回目処理
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貯蔵日数

図４貯蔵温度と月別収量（平成３，４年）
注）①対照：貯蔵なし
②貯蔵日数：１５日間
③平成3年度収量:４月中旬まで

8/2０（低温貯蔵）９/5(定植）
－０＝＝＝＝＝＝＝＝×

（夜冷短日処理）
Ｏ－－－－－－－－×

貯蔵日数と月別収量（平成２年）
注）①貯蔵温度：０℃
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図５夜冷処理施設の利用例

[その他］
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